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庵
原
か
の
ん
は
、
福
岡
家
裁
北
九

州
支
部
の
少
年
係
調
査
官
。
罪
を
犯

し
た
少
年
少
女
や
親
た
ち
と
の
面
会

を
繰
り
返
す
中
で
、
や
が
て
彼
女
は

厳
し
い
家
庭
の
事
情
や
社
会
の
現
実

に
直
面
し
…
。『
小
説
新
潮
』
掲
載
を

ま
と
め
て
単
行
本
化
。

『家裁調査官・
庵原かのん』
乃南　アサ
新潮社　刊

　
14
歳
の
ミ
ア
は
、
学
校
で
は
自
分
の

重
い
現
実
を
誰
に
も
話
せ
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
、
同
級
生
の
ウ
ィ
ル
に
ラ
ッ
プ

の
リ
リ
ッ
ク
を
書
い
て
ほ
し
い
と
頼

ま
れ
た
こ
と
で
、「
世
界
」
が
少
し
ず

つ
変
わ
り
始
め
て
…
。『
a
s
t
a
*
』

他
連
載
を
加
筆
修
正
。

『両手に
トカレフ』

ブレイディみかこ
ポプラ社　刊

新
着
紹
介

『
此
の
世
の
果
て
の
殺
人
』�
荒
木
あ
か
ね

『
あ
の
子
と
Q
』�

万
城
目　
学

『
裂
け
た
明
日
』�

佐
々
木　
譲

『
素
晴
ら
し
き
国
』�

小
路　
幸
也

『
新
!
店
長
が
バ
カ
す
ぎ
て
』�

早
見　
和
真

『
晴
明
変
生
』�

森
谷　
明
子

『
越
境
刑
事
』�

中
山　
七
里

『
俺
で
は
な
い
炎
上
』�

浅
倉　
秋
成

『
ハ
ヤ
ブ
サ
消
防
団
』�

池
井
戸　
潤

『
若
葉
荘
の
暮
ら
し
』�

畑
野　
智
美 日 月 火 水 木 金 土
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カ
レ
ー
粉
で
作

る
チ
キ
ン
カ
レ
ー

（「
コ
ッ
コ
さ
ん
の
お

み
せ
」）、
生
ハ
ム
と

か
ぶ
の
サ
ラ
ダ（「
お

お
き
な
か
ぶ
」）
…
。

絵
本
の
中
に
出
て
く

る
料
理
や
食
材
を

テ
ー
マ
に
し
た
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

『
母
の
友
』
連
載
を

元
に
再
編
集
。

『おいしい
絵本レシピ』
野口　真紀
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●開館時間●
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●２月の予定●

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

問
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
９
６
９
）
２
３
１
０

楽
し
く
！
仲
良
く
！
健
康
に
！

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
健
や
か
に

育
ま
れ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
、
子
ど

も
の
生
き
る
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
広
田
地
区
は
、
典
型
的
な
中
山
間
地

域
の
た
め
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減

少
が
進
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰

退
し
、
地
域
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
山
村
留
学
事
業
は
、
こ
の
問
題
の

解
決
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
事
業
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
っ
て
留
学
児
童
の
地
域
と
の
関

わ
り
の
多
く
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、留
学
児
童
と
地
域
と
の
交
流

を
深
め
る
た
め
、
昨
年
10
月
に
、
広
田
小

学
校
と
P
T
A
と
で
連
携
し
、
２
泊
３

日
の
「
通
学
合
宿
」
事
業
を
試
行
的
に
実

施
し
ま
し
た
。
一
般
的
な
通
学
合
宿
は

地
域
の
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
一
週
間

程
度
の
期
間
、公
民
館
等
に
寝
泊
ま
り
し
、

炊
事
や
掃
除
、身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分

た
ち
で
行
い
な
が
ら
、平
常
日
に
は
公
民

館
等
か
ら
通
学
す
る
体
験
活
動
で
す
。

　
そ
れ
に
対
し
今
回
は
、宿
泊
場
所
が
留

学
セ
ン
タ
ー
の
た
め
、留
学
児
童
に
と
っ

て
は
普
段
の
共
同
生
活
と
変
わ
り
が
な

く
、
自
宅
に
地
元
児
童
が
お
泊
り
に
き

た
感
覚
で
す
が
、
地
元
児
童
に
と
っ
て

は
、
親
元
を
離
れ
、
友
達
と
一
緒
に
寝

食
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
仲
間
意
識
の

高
ま
り
や
自
立
心
の
向
上
に
繋
が
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
「
通
学
合
宿
」
の
経
験
を

踏
ま
え
、
来
年
度
は
、
広
田
地
域
の
住

民
に
も
深
く
関
わ
っ
て
も
ら
い
、
学
校・

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
子
ど

も
を
核
と
し
た
温
も
り
の
あ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
、
子
ど
も
の
生

き
る
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


